福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	福井県における紅斑熱－患者発生地区および隣接地域でのベクター推定－

	学会名
	第６２回日本衛生動物学会西日本支部大会

	発表者名
	石畝　史（保健衛生部）

	開催場所
	ピアザ淡海（大津市）

	開催日時
	平成１９年１０月２１日（日）

	発表内容
	　2004年に紅斑熱群リケッチアの一種であるRickettsia helvetica (Rh)による感染が強く示唆される症例が見つかった福井県荒島岳地区において, 媒介マダニ種と紅斑熱群リケッチア(SFGR）を推定するため2004～2006年に調査を行った。また、2006～2007年には荒島岳に隣接する取立山，冠山，赤兎山，経ヶ岳，浄法寺山および越前海岸沿いの国見岳の計6ヶ所（標高400～1,600m）で調査を行った。その結果、紅斑熱群リケッチアは冠山と経ヶ岳で採集したヒトツトゲマダニから分離され、Rh感染と見なされた本県症例の媒介種はヒトツトゲマダニの可能性が最も高いと考えられた。



